
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】容易かつスムーズにカバーを着脱することがで

き、使用済みのプローブカバーの再使用を確実に防止す

ることのできる着脱構造を有する耳式体温計のプローブ

と使い捨てのカバーを提供する。

【解決手段】プローブに設けた嵌合突部と、カバーに設

けたＬ型の嵌合溝と、カバーの外周縁から延出する引張

部と、その根元に設けた切れ目とを備え、嵌合突部を前

記嵌合溝に嵌入または抜脱することで、カバーをプロー

ブに着脱自在に装着することができ、引張部を引っ張り

、切れ目よりプローブカバーに亀裂を生じさせることで

プローブに装着されたプローブカバーを脱離することが

できる。

【選択図】図１

JP 3109068 U 2005.5.12



【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ と プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 で あ っ て 、
  前 記 プ ロ ー ブ の 根 元 部 の 周 縁 上 に 設 け ら れ た １ つ ま た は 複 数 の 嵌 合 突 部 と 、
  前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 に 、 前 記 嵌 合 突 部 の 全 て と そ れ ぞ れ 相 対 す る よ う 設 け ら れ
た １ つ ま た は 複 数 の 嵌 合 溝 と 、
  前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 か ら 延 出 す る １ つ ま た は 複 数 の 引 張 部 と 、
  該 引 張 部 の 少 な く と も １ つ に つ い て 、 該 引 張 部 と 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 と の 境 界
部 に 、 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 母 線 方 向 に 向 か っ て 切 れ 込 む よ う に 設 け ら れ た 切 れ 目 と 、
を 備 え 、
  前 記 嵌 合 突 部 を 前 記 嵌 合 溝 に 嵌 入 ま た は 抜 脱 す る こ と で 、 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー を 前 記 プ
ロ ー ブ に 着 脱 自 在 に 装 着 す る こ と が で き 、
  か つ 、 前 記 引 張 部 を 引 っ 張 り 、 前 記 切 れ 目 よ り 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー に 亀 裂 を 生 じ さ せ る
こ と で 前 記 プ ロ ー ブ に 装 着 さ れ た 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー を 脱 離 す る こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー に 替 え て 、
  外 周 縁 に 、 前 記 嵌 合 突 部 の 全 て と そ れ ぞ れ 相 対 す る よ う 設 け ら れ た １ つ ま た は 複 数 の 嵌
合 溝 を 有 す る 額 検 温 用 カ バ ー を 、
  前 記 嵌 合 突 部 を 前 記 額 検 温 用 カ バ ー の 嵌 合 溝 に 嵌 入 ま た は 抜 脱 す る こ と で 、 前 記 額 検 温
用 カ バ ー を 前 記 プ ロ ー ブ に 着 脱 自 在 に 装 着 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 嵌 合 溝 の 全 体 ま た は 一 部 が Ｌ 型 を な し 、 か つ 該 嵌 合 溝 の 内 端 部 に 、 前 記 嵌 合 突 部 を
係 止 す る た め の 固 定 溝 を 有 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ
ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 着 脱 構 造 を 有 す る 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 プ ロ ー ブ と 前 記 耳 式 体 温 計 の 温 度 セ ン サ ー と の 間 に 隔 熱 空 間 を 備 え つ つ 、 前 記 プ ロ
ー ブ と 前 記 温 度 セ ン サ ー と が 嵌 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ
ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ と プ ロ ー ブ カ バ ー に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 プ ロ ー ブ カ バ
ー の 容 易 な 着 脱 と 、 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー の 確 実 な 廃 棄 が 期 待 さ れ る 使 い 捨 て 構 造 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 温 を 測 定 す る 体 温 計 に は 種 々 の 方 式 が あ る が 、 １ 秒 程 度 の 極 め て 短 時 間 で 正 確 に 体 温
を 測 定 で き る 方 式 と し て 、 耳 式 体 温 計 が 一 般 家 庭 を 中 心 に 普 及 し て い る 。 ま た 、 測 定 精 度
の 向 上 に 伴 い 、 特 に 病 院 な ど の 医 療 機 関 に お い て も 、 多 く の 患 者 の 体 温 を 速 や か に 測 定 す
る 必 要 が あ る こ と か ら 耳 式 体 温 計 の 導 入 が 進 め ら れ つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 耳 式 体 温 計 は 、 鼓 膜 か ら 放 射 さ れ る 赤 外 線 を プ ロ ー ブ 内 部 の 赤 外 線 セ ン サ ー で 検 出 し 、
温 度 （ 体 温 ） と し て 表 示 す る 器 具 で あ る た め 、 必 然 的 に プ ロ ー ブ は 耳 腔 の 内 奥 ま で 挿 入 さ
れ て 用 い ら れ る 。 こ の た め 、 脇 の 下 の 皮 膚 に 接 触 す る の み で あ る 腋 窩 式 体 温 計 と 比 べ て 、
耳 式 体 温 計 は 衛 生 面 の 管 理 を 厳 し く 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 耳 式 体 温 計 で は プ ロ ー ブ の 表 面 に は 、 先 端 に 赤 外 線 透 過 フ ィ ル ム を 有 す る プ ロ ー ブ カ バ
ー を 取 り 付 け 、 患 者 一 人 一 人 に 対 し て か か る カ バ ー を 交 換 す る こ と で 衛 生 を 保 つ 。 ま た 、
耳 式 体 温 計 の 製 品 自 体 も 、 プ ロ ー ブ カ バ ー の 使 用 を 前 提 と し て 赤 外 線 波 長 の キ ャ リ ブ レ ー
シ ョ ン を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ カ バ ー は 、 従 来 、 そ の 製 造 法 も 含 め て 各 種 提 案 さ れ て い る 。 例 え
ば 先 行 文 献 １ （ 特 許 文 献 １ ： 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ３ ７ １ ９ ７ 号 公 報 ） に は 耳 式 体 温 計 の プ ロ
ー ブ カ バ ー 、 お よ び そ の 製 造 装 置 並 び に 製 造 方 法 に 関 す る 発 明 が 記 載 さ れ て い る 。 従 来 の
プ ロ ー ブ カ バ ー と そ の 着 脱 構 造 の 代 表 的 な 例 を 図 ７ に 示 す 。 １ ０ は 体 温 計 本 体 、 １ １ は プ
ロ ー ブ 、 １ ２ は カ バ ー 取 り 付 け 用 の 突 部 、 ２ ０ は プ ロ ー ブ カ バ ー 、 ２ １ は プ ロ ー ブ カ バ ー
２ ０ の う ち プ ロ ー ブ １ １ を 挿 入 す る 開 口 部 の 周 縁 （ 以 下 、 「 外 周 縁 」 と い う 。 ） に 設 け ら
れ た 嵌 合 溝 で あ る 。 突 部 １ ２ は プ ロ ー ブ １ １ の 根 元 部 の 周 縁 に 沿 っ て 一 周 に わ た っ て 設 け
ら れ て お り 、 突 部 １ ２ が 嵌 合 溝 ２ １ と 嵌 合 す る こ と で プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ０ は プ ロ ー ブ １ １
に 装 着 さ れ る 。 ま た 逆 に 、 プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ０ の 任 意 の 箇 所 を 摘 ん で こ れ を 引 き 抜 く こ と
で 、 プ ロ ー ブ １ １ か ら プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ０ を 脱 離 さ せ る こ と が で き る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 構 造 は 以 下 の 欠 点 が あ る 。 第 一 に は 、 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー を 新 し い
も の に 取 り 替 え る こ と で 複 数 人 の 使 用 に 対 し て 衛 生 を 保 つ こ と が で き る と こ ろ 、 脱 離 し た
プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ０ は 外 見 上 、 新 品 と 何 ら 区 別 が で き な い た め 、 回 収 さ れ た プ ロ ー ブ カ バ
ー が 誤 っ て 再 使 用 さ れ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 か か る 再 使 用 を 完 全 に 防 止 す る た め 使 用 済
み の プ ロ ー ブ カ バ ー に 何 ら か の 目 印 を わ ざ わ ざ つ け る こ と は 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 二 に は 、 プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ０ の 嵌 合 溝 ２ １ は 成 形 時 に 微 妙 な 誤 差 が 生 じ や す く 、 突 部
１ ２ と プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ０ が 固 く 嵌 合 さ れ た 場 合 に は 、 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー を ス ム
ー ズ に 脱 離 す る こ と が 困 難 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ３ ７ １ ９ ７ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 従 来 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 は 、 実 際 の 使 用 に 際 し て は 、 容
易 な 着 脱 と 確 実 な 使 い 捨 て の 目 的 を 必 ず し も 達 成 す る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 本 考 案 に お い て は 、 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ に 対 し 、 容 易 か つ ス ム ー ズ に カ バ ー を
着 脱 す る こ と が で き 、 ま た 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー の 再 使 用 を 確 実 に 防 止 す る こ と の で
き る 着 脱 構 造 を 有 す る 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び 使 い 捨 て の プ ロ ー ブ カ バ ー を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 一 種 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ と カ バ ー の 着 脱 構 造 、 並 び に 該 着 脱 構 造 を 有 す
る プ ロ ー ブ と カ バ ー を 提 供 す る も の で あ り 、 具 体 的 に は 以 下 の 考 案 お よ び そ の 関 連 考 案 を
提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ １ ） 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ と プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 で あ っ て 、
  前 記 プ ロ ー ブ の 根 元 部 の 周 縁 上 に 設 け ら れ た １ つ ま た は 複 数 の 嵌 合 突 部 と 、
  前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 に 、 前 記 嵌 合 突 部 の 全 て と そ れ ぞ れ 相 対 す る よ う 設 け ら れ
た １ つ ま た は 複 数 の 嵌 合 溝 と 、
  前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 か ら 延 出 す る １ つ ま た は 複 数 の 引 張 部 と 、
  該 引 張 部 の 少 な く と も １ つ に つ い て 、 該 引 張 部 と 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 と の 境 界
部 に 、 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー の 母 線 方 向 に 向 か っ て 切 れ 込 む よ う に 設 け ら れ た 切 れ 目 と 、
を 備 え 、
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  前 記 嵌 合 突 部 を 前 記 嵌 合 溝 に 嵌 入 ま た は 抜 脱 す る こ と で 、 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー を 前 記 プ
ロ ー ブ に 着 脱 自 在 に 装 着 す る こ と が で き 、
  か つ 、 前 記 引 張 部 を 引 っ 張 り 、 前 記 切 れ 目 よ り 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー に 亀 裂 を 生 じ さ せ る
こ と で 前 記 プ ロ ー ブ に 装 着 さ れ た 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー を 脱 離 す る こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ２ ） 前 記 プ ロ ー ブ カ バ ー に 替 え て 、
  外 周 縁 に 、 前 記 嵌 合 突 部 の 全 て と そ れ ぞ れ 相 対 す る よ う 設 け ら れ た １ つ ま た は 複 数 の 嵌
合 溝 を 有 す る 額 検 温 用 カ バ ー を 、
  前 記 嵌 合 突 部 を 前 記 額 検 温 用 カ バ ー の 嵌 合 溝 に 嵌 入 ま た は 抜 脱 す る こ と で 、 前 記 額 検 温
用 カ バ ー を 前 記 プ ロ ー ブ に 着 脱 自 在 に 装 着 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ）
記 載 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ３ ） 前 記 嵌 合 溝 の 全 体 ま た は 一 部 が Ｌ 型 を な し 、 該 嵌 合 溝 の 内 端 部 に 、 前 記 嵌 合 突 部 を
係 止 す る た め の 固 定 溝 を 有 す る （ １ ） ま た は （ ２ ） 記 載 の 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ
ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ４ ） （ １ ） 乃 至 （ ３ ） 記 載 の 着 脱 構 造 を 有 す る 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ
バ ー 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ５ ） 前 記 プ ロ ー ブ と 前 記 耳 式 体 温 計 の 温 度 セ ン サ ー と の 間 に 隔 熱 空 間 を 備 え つ つ 、 前 記
プ ロ ー ブ と 前 記 温 度 セ ン サ ー と が 嵌 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 耳 式 体 温 計 の
プ ロ ー ブ お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 に か か る 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ カ バ ー は 、 周 縁 に 設 け ら れ た 引 張 部 と 、 該 引 張 部
の 付 け 根 で あ っ て プ ロ ー ブ カ バ ー の 外 周 縁 と の 境 界 部 に 設 け ら れ た 切 れ 目 と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。 該 引 張 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 切 れ 目 に 亀 裂 が 入 り 、 使 用 済 み の プ ロ ー ブ
カ バ ー が 破 け る た め 、 プ ロ ー ブ か ら プ ロ ー ブ カ バ ー を 簡 単 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の と き 、 切 れ 目 に 亀 裂 を 入 れ る 動 作 と 、 亀 裂 の 入 っ た プ ロ ー ブ カ バ ー を プ ロ ー ブ か ら
引 き 抜 く 動 作 は 、 い ず れ も 引 張 部 を 引 っ 張 る と い う 一 連 の 動 作 に よ っ て 行 わ れ る た め 、 極
め て 素 早 く か つ ス ム ー ズ に プ ロ ー ブ カ バ ー の 取 り 外 し を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 か か る 亀 裂 が 入 っ た プ ロ ー ブ カ バ ー は 、 未 使 用 の プ ロ ー ブ カ バ ー と は 明 確 に 識 別
が な さ れ る た め 、 誤 っ て 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー が 再 使 用 さ れ る こ と を 確 実 に 防 止 す る
こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 プ ロ ー ブ の 根 元 部 の 周 縁 上 に 設 け ら れ た 嵌 合 突 部 を 、 プ ロ ー ブ カ バ ー お よ び 額 検
温 用 カ バ ー に 設 け ら れ た Ｌ 型 形 状 な ど の 嵌 合 溝 に 押 入 し た 後 、 カ バ ー と プ ロ ー ブ を 捻 る よ
う に 一 定 角 度 だ け 互 い に 反 対 方 向 に 回 す だ け で 簡 単 に 嵌 合 さ れ る た め 、 新 し い カ バ ー を 取
り 付 け る 動 作 も 容 易 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
た だ し 本 考 案 は 以 下 の 実 施 の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 に か か る 耳 式 体 温 計 、 プ ロ ー ブ 、 お よ び ２ 種 類 の カ バ ー を 表 わ す 斜 視 図
で あ る 。 ３ ０ は 体 温 計 本 体 、 ３ １ は プ ロ ー ブ 、 ３ ３ は 温 度 セ ン サ ー 、 ４ ０ は プ ロ ー ブ カ バ
ー 、 ４ ３ は 引 張 部 、 ４ ４ は 切 れ 目 、 ５ ０ は 額 検 温 用 カ バ ー 、 ５ １ は 嵌 合 溝 、 ５ ２ は 固 定 溝
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、 を そ れ ぞ れ 表 わ す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 プ ロ ー ブ ３ １ に プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ を 装 着 し た 状 態 を 図 ２ に 、 プ ロ ー ブ ３ １ に 額
検 温 用 カ バ ー ５ ０ を 装 着 し た 状 態 を 図 ３ に 、 そ れ ぞ れ 斜 視 図 に て 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ は 、 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ を 使 用 者 の 耳 腔 の 内 部 に 挿 入 し 、 体 温 測
定 を 行 う 際 に プ ロ ー ブ 表 面 に 装 着 さ れ る 、 衛 生 の た め の 使 い 捨 て の カ バ ー で あ る 。 温 度 セ
ン サ ー ３ ３ に 対 向 す る プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 先 端 部 に は 、 該 温 度 セ ン サ ー に よ る 赤 外 線 の
検 知 を 妨 げ る こ と の な い よ う 、 穿 孔 す る か 、 ま た は 赤 外 線 透 過 性 あ る 薄 膜 材 を 用 い る 。 プ
ロ ー ブ ３ １ に 嵌 合 す る 取 り 付 け 部 位 に つ い て は 、 所 定 の 厚 み と 剛 性 を 有 す る こ と が 好 適 で
あ る 。 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 同 部 位 に つ い て は 一 般 的 な 樹 脂 材 料 が コ ス ト 、 加 工 性
、 抗 菌 性 な ど の 観 点 か ら 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 外 周 縁 に は 引 張 部 ４ ３ が 延 出 し て い る 。 引 張
部 ４ ３ は １ 箇 所 で も よ い が 、 予 備 的 に 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て い て も 問 題 な い 。 ま た 該 引 張
部 ４ ３ の 付 け 根 で あ っ て プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 外 周 縁 と の 境 界 部 に は １ つ ま た は 複 数 の 切
れ 目 ４ ４ が プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 母 線 方 向 に 向 か っ て 切 れ 込 む よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 引 張 部 ４ ３ は 、 プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ を プ ロ ー ブ ３ １ よ り 脱 離 す る 際 に 手 で 引 っ 張 る 際 に
摘 む こ と の で き る 部 位 で あ り 、 切 れ 目 ４ ４ は プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ を 破 る た め の 端 緒 と な る
。 同 図 に 示 す よ う に 、 切 れ 目 ４ ４ は 引 張 部 ４ ３ を 挟 む よ う に 両 側 に 設 け ら れ て も 、 片 側 の
み に 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 切 れ 目 ４ ４ か ら 図 示 し な い ミ シ ン 目 を 延 伸 さ せ る こ と も 好 適
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に 示 す 額 検 温 用 カ バ ー ５ ０ は 、 額 の 温 度 を 測 る 際 に 額 か ら 放 射 さ れ る 赤 外 線 を 温 度
セ ン サ ー ３ ３ で 好 適 に 捕 捉 す る た め の 再 使 用 型 の カ バ ー で あ る 。 額 検 温 用 カ バ ー ５ ０ の 形
状 は 円 筒 状 を 基 本 と す る が 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 図 ３ に 示 す よ う に 先 端 ほ ど 開 口
径 が 大 き く な る よ う テ ー パ ー を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 額 検 温 用 カ バ ー ５ ０ は 使 用 者 の 額 表 面 に の み 接 触 す る も の で あ り 、 耳 腔 の 内 奥 な
ど の 体 内 に 挿 入 す る も の で は な い た め 、 複 数 の 使 用 者 に 対 し て 再 使 用 す る 場 合 も ア ル コ ー
ル 消 毒 な ど で 十 分 に 衛 生 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に 、 体 温 計 本 体 ３ ０ の プ ロ ー ブ ３ １ に プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ を 装 着 し た 状 態 を 断 面 図
に て 示 す 。 ３ ２ は 突 環 、 ３ ４ は 凹 環 溝 、 ３ ５ は 隔 熱 空 間 、 ３ ６ は 嵌 合 突 部 、 ４ １ は 嵌 合 溝
、 ４ ２ は 固 定 溝 、 を そ れ ぞ れ 表 わ す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 温 度 セ ン サ ー ３ ３ は プ ロ ー ブ ３ １ に 対 し て 、 間 に 隔 熱 空 間 ３ ５ を 隔 て て 固 設 し て い る こ
と が 好 ま し い 。 隔 熱 空 間 ３ ５ は 、 プ ロ ー ブ ３ １ が 室 温 ま た は そ れ 以 下 の 温 度 で あ る 場 合 な
ど に 、 測 定 す べ き 鼓 膜 の 温 度 に 対 す る 温 度 ノ イ ズ と な る 熱 伝 導 や 熱 輻 射 を 緩 衝 す る 働 き が
あ る か ら で あ る 。 か か る 固 設 の 方 式 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 図 ４ に 示 す
よ う に 、 プ ロ ー ブ ３ １ の 内 部 に 突 出 す る 突 環 ３ ２ と 、 温 度 セ ン サ ー ３ ３ の 根 元 部 表 面 に 設
け た 凹 環 溝 ３ ４ と を 嵌 合 さ せ る 方 式 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 温 度 セ ン サ ー ３ ３ は
ブ ラ ケ ッ ト な ど で プ ロ ー ブ ３ １ と 接 合 す る も の の 、 先 端 の セ ン サ ー 感 応 部 の 周 囲 に は 隔 熱
空 間 ３ ５ を 備 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 プ ロ ー ブ ３ １ の 、 体 温 計 本 体 ３ ０ と 接 合 す る 側 、 す な わ ち 根 元 部 の 周 縁 上 に は 、 １ つ ま
た は 複 数 の 嵌 合 突 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 外 周 縁 に も 、 嵌 合
突 部 ３ ６ と 相 対 す る 箇 所 に 、 こ れ と 嵌 合 す る 嵌 合 溝 ４ １ が 設 け ら れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
な お 、 嵌 合 溝 ４ １ の 個 数 は 、 少 な く と も 全 て の 嵌 合 突 部 ３ ６ を 嵌 合 さ せ る こ と が で き れ ば
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そ れ 以 上 に 設 け ら れ て い て も よ く 、 嵌 合 突 部 ３ ６ の 配 置 位 置 の 異 な る 複 数 種 類 の 耳 式 体 温
計 に 対 し て プ ロ ー ブ カ バ ー を 共 通 化 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 図 ５ に 、 一 対 の 嵌 合 溝 ４ １ お よ び 嵌 合 突 部 ３ ６ の 嵌 合 状 態 に お け る 拡 大 図 の 例 を 示 す
。 嵌 合 溝 ４ １ は L型 を な し 、 該 L型 の 内 端 部 に は 嵌 合 突 部 ３ ６ の 形 状 に 合 わ せ て 固 定 溝 ４ ２
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 た だ し 本 考 案 に お い て 、 嵌 合 溝 ４ １ の 形 状 は 、 後 述 す る よ う に 嵌 合 溝 ４ １ と 嵌 合 突 部 ３
６ を 互 い に 捻 る こ と で 両 者 を 嵌 入 固 定 す る こ と が で き る 形 状 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。 よ っ て 嵌 合 溝 ４ １ は 厳 密 な L字 型 の ほ か 、 丁 字 型 、 Ｈ 字 型 、 か ぎ 型 な ど 、 一 部
に Ｌ 字 型 を 含 む 形 状 を と る こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 こ こ で い う Ｌ 字 型 と は 、 釣 針 型 な ど
の 広 義 の Ｌ 字 型 や 略 Ｌ 字 型 を 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 し た 如 く 、 額 検 温 用 カ バ ー ５ ０ の 外 周 縁 近 傍 に も プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ と
同 様 に 、 嵌 合 突 部 ３ ６ と 相 対 す る 箇 所 に こ れ と 嵌 合 す る L型 の 嵌 合 溝 ５ １ 、 お よ び 該 L型 の
先 端 に 固 定 溝 ５ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 嵌 合 溝 ４ １ お よ び ５ １ は 、 該 L型 の 外 端 部 、 す な わ ち 入 り 口 部 分 に 嵌 合 突 部 ３ ６ を 当 接
し 、 軽 く 押 入 し た 後 、 両 者 を 互 い に 捻 る よ う に 一 定 角 度 だ け 回 転 さ せ る こ と で 、 簡 単 に 嵌
合 突 部 ３ ６ を 嵌 入 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 逆 方 向 に 捻 っ て 引 き 抜 く こ と で 、 プ ロ ー ブ
カ バ ー ４ ０ ま た は 額 検 温 用 カ バ ー ５ ０ を 容 易 に プ ロ ー ブ ３ １ か ら 脱 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ で は 嵌 合 突 部 ３ ６ を 短 円 柱 と し て 例 示 し て い る た め 、 固 定 溝 ４ ２ も こ れ と 好 適 に 嵌
合 す る よ う 、 前 記 L型 の 先 端 を 円 形 に 膨 ら ま せ た 形 状 と し て い る 。 固 定 溝 ４ ２ お よ び ５ ２
は 、 嵌 合 溝 ４ １ お よ び ５ １ に 嵌 入 さ せ た 嵌 合 突 部 ３ ６ を 内 端 部 に て 係 止 し 、 嵌 合 突 部 ３ ６
が 容 易 に 脱 離 し て カ バ ー ４ ０ お よ び ５ ０ が 抜 け 落 ち る こ と を 防 ぐ た め に 設 け ら れ る も の で
あ る 。 よ っ て そ の 形 状 お よ び 位 置 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 前 記 L型 の 内 端 部 に
反 し （ か え し ） と し て カ バ ー ４ ０ お よ び ５ ０ の 母 線 方 向 に 切 れ 込 ま せ る こ と が 好 適 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 た だ し 、 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ に つ い て は 上 記 の よ う に 捻 っ て プ ロ ー ブ ３ １ か
ら 脱 離 す る の で は な く 、 後 述 す る よ う に 引 張 部 ４ ３ を 引 っ 張 っ て 脱 離 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 外 周 縁 か ら 延 出 す る １ つ ま た は 複 数 の 引 張 部 ４ ３ が 前 記 嵌
合 溝 ４ １ の 外 端 部 を 塞 ぐ こ と は 好 適 で は な い た め 、 引 張 部 ４ ３ は 隣 り 合 う 嵌 合 溝 ４ １ の 略
中 間 位 置 に 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ に 、 引 張 部 ４ ３ を 引 っ 張 り 、 切 れ 目 ４ ４ を 端 緒 と し て プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ に 亀 裂 が
入 っ て い る 状 態 を 斜 視 図 に て 表 わ す 。 同 図 は 、 引 張 部 ４ ３ を 図 中 手 前 か ら 左 方 向 に 向 け て
引 っ 張 っ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 引 張 部 ４ ３ の 付 け 根 に は 切 れ 目 ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ は 主 と し て
樹 脂 材 料 か ら な る た め 、 引 張 部 ４ ３ を 引 っ 張 る こ と で 、 切 れ 目 ４ ４ を 端 緒 と し て 生 じ る プ
ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ の 亀 裂 は 容 易 に 進 展 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 亀 裂 の 生 じ た プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ に つ い て 、 そ の ま ま 引 張 部 ４ ３ を 引 っ 張 る か 、 ま た は
裂 け 口 を 捲 り 上 げ る こ と に よ っ て 嵌 合 突 部 ３ ６ は 固 定 溝 ４ ２ か ら 抜 脱 さ れ る た め 、 前 記 し
た 捻 り 動 作 を 経 ず と も プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ を プ ロ ー ブ ３ １ か ら 脱 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 か か る 方 式 に よ り 使 用 済 み の プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ を プ ロ ー ブ ３ １ か ら 取 り 外 し た
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場 合 は 、 プ ロ ー ブ カ バ ー ４ ０ に 亀 裂 が 入 り 、 未 使 用 品 と は 容 易 に 区 別 す る こ と が で き る た
め 、 誤 っ て 再 利 用 さ れ る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 す な わ ち 、 引 張 部 を 引 っ 張 り 、 切 れ 目 か ら プ ロ ー ブ カ バ ー に 亀 裂 を 生 じ さ せ つ つ 更 に 引
き 抜 き を 行 う こ と は 、 ひ と つ の 動 作 に て プ ロ ー ブ カ バ ー を プ ロ ー ブ か ら 速 や か に 脱 離 す る
こ と が で き る の み な ら ず 、 使 用 済 み で あ る こ と を 明 確 に 識 別 さ せ る 目 印 を プ ロ ー ブ カ バ ー
に 与 え る と い う 効 果 を も た ら す も の で あ り 、 も っ て 本 考 案 の 目 的 を 果 た す も の と い え る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 考 案 は 耳 式 体 温 計 の プ ロ ー ブ と プ ロ ー ブ カ バ ー の 着 脱 構 造 、 並 び に か か る 着 脱 構 造 を
具 え る 耳 式 体 温 計 お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー を 提 供 す る も の で あ る が 、 耳 腔 に 限 ら ず 、 口 腔 や
鼻 腔 な ど に プ ロ ー ブ を 挿 入 し て 用 い る 医 療 機 器 は い ず れ も 厳 し い 衛 生 管 理 が 求 め ら れ る た
め 、 様 々 な 使 い 捨 て カ バ ー の 着 脱 構 造 に 対 し て 本 考 案 を 応 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 表 わ す 分 解 立 体 図 。
【 図 ２ 】 プ ロ ー ブ に プ ロ ー ブ カ バ ー を 装 着 し た 状 態 を 表 わ す 立 体 図 。
【 図 ３ 】 プ ロ ー ブ に 額 検 温 用 カ バ ー を 装 着 し た 状 態 を 表 わ す 立 体 図 。
【 図 ４ 】 プ ロ ー ブ に プ ロ ー ブ カ バ ー を 装 着 し た 状 態 を 表 わ す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 プ ロ ー ブ と カ バ ー の 嵌 合 部 を 表 わ す 拡 大 図 。
【 図 ６ 】 カ バ ー が 破 れ る 状 態 を 表 わ す 作 動 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の 耳 式 体 温 計 を 表 わ す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ０ ， ３ ０ 　 　 　 　 　 体 温 計 本 体
　 １ １ ， ３ １ 　 　 　 　 　 プ ロ ー ブ
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 突 部
　 ２ ０ ， ４ ０ 　 　 　 　 　 プ ロ ー ブ カ バ ー
　 ２ １ ， ４ １ ， ５ １ 　 　 嵌 合 溝
　 ３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 突 環
　 ３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 温 度 セ ン サ ー
　 ３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 凹 環 溝
　 ３ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 隔 熱 空 間
　 ３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 嵌 合 突 部
　 ４ ２ ， ５ ２ 　 　 　 　 　 固 定 溝
　 ４ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 引 張 部
　 ４ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 切 れ 目
　 ５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 額 検 温 用 カ バ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(8) JP 3109068 U 2005.5.12



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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